
北海道の金融動向 

 

北海道は、農協や漁協などを含めると、人口当たりの金融機関店舗数は他地域と比較して遜色ない水準にある。

また、預金・貸出金規模とも人口規模と比較して低い中で、信用金庫の存在感が大きいのが特徴である。預貸率

はこれまで低下傾向にあったが、ここに来て下げ止まり感が見られる。 

 

 

１．民間金融機関の店舗数（朝日新聞社編「2006 民力」より：2005/1 時点）  

北海道の民間金融機関の店舗数は約1,300店舗（全国シェア5.4％）で、人口規模（4.4％－2005年国勢調査）

と比較するとやや高い（表１）。金融機関種別でみると、国内銀行（都銀・地銀・第二地銀・信託銀）のシェアは約

3.1％と他地域と比較して一番低い水準にあるが、代わりに農業・漁業協同組合がそれぞれ 14.5％、24.5％、信

用金庫のシェアも約 6.9％と人口規模と比較してやや高くなっている。一方、地域内での金融機関種別店舗数

の内訳をみると、他地域では国内銀行が 5～6割のシェアを占めるのに対し、北海道のそれは約 3割に留まっ

ており一番低い水準となっている（表２）。特徴的なのは、北海道では信用金庫が店舗数で約 4 割を占めており、

国内銀行よりも高いことである。 

また、人口十万人当たりの店舗数は 23店舗と、全国平均（約 19店舗）を上回り東北や中国地域とほぼ同じよう

な水準にあり、民間金融機関全体としてみると低くはない（図１）。 

総じて、北海道では国内銀行の店舗数が他地域、人口規模などと比較して低い水準にあるものの、信用金庫

や農業・漁業協同組合などの補完によって人口当たりの金融機関店舗数は他地域と比較して遜色ない水準に

ある。 

 

＜表１：地域別金融機関別店舗数＞ 

 

 



＜表２：金融機関別店舗数地域内シェア＞ 

 
 

 

 

 

＜図１：人口十万人当たり金融機関種別店舗数＞ 

 
 

 

２．主要民間金融機関預金残高（「日本銀行調査統計局「日本銀行統計」ほか、以下同※）  

2004 年度末時点における北海道の主要民間金融機関の預金残高および全国比をみると、国内銀行の預金残

高は約12兆４千億円で全国比は 2.4％と人口規模（4.4％）、経済規模（3.9％－2003 年度県民経済計算年報）

を大きく下回っている。一方、信用金庫は約５兆７千億円で全国比 5.5％と両指標を上回っている。 

各地域において、国内銀行の預金残高を 100 として信用金庫預金残高を見ると、北海道は46 となり、最も高い。

北海道の金融状況の特徴として、信用金庫の存在感の大きさを示していると言える。 

 



※2004 年度末時点データを以て、都道府県別・金融機関別の統計項目は休止されている。 

 

＜表３：地域別・主要民間金融機関別預金残高＞ 

 
 

 

３．主要民間金融機関の貸出金残高  

北海道における主要民間金融機関の貸出金残高および全国比をみると、国内銀行の残高は約８兆６千億円で

全国比は 2.2％であり、預金残高の全国比（2.4％）を下回っている（表４）。また、信用金庫は約３兆億円で全国

比 5.0％であり、こちらも預金残高の全国比（5.5％）を下回る。総じて、北海道は他地域に比べ貸出状況が低調

である。 

また預金残高と同様に、国内銀行の貸出金残高を100として信用金庫の残高を見ると、北海道は35となり中部

（38）に次いで高いが預金残高の 46 と比べると低いため、貸出においては国内銀行に譲った感がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜表４：地域別・主要民間金融機関別貸出金残高＞ 

 
 

 

４．地域別預金・貸出金残高推移、地域別預貸率  

各地域における国内銀行及び信用金庫の預金・貸出金残高の推移を 1990 年度末と 2004 年度末で比較して

みると、北海道では 1990 年度末の約 14兆円から 2004 年度末で約 18兆円と約 30％の増加となっており、全

国平均の約 20％を上回っている（表５）。各地域とも 2004 年度末では、預金残高の水準が 1990 年度末時点と

比較して増加しているが、関東、近畿を除く地域の増加ぶりが目立つ。 

一方、貸出金残高についてみると、北海道は1990年度末時点と比較して2004年度末では約4％の増加となっ

ている。他地域をみると、関東や近畿では減少となっており、貸出金残高規模の大きな地域での減少が目立っ

ている。 

地域別預貸率（貸出／預金）をみると、2004年度において関東が一段高い水準（81％）にあるほかは、北海道、

東北、北陸などが約 6割前後で同様の水準にある（図２）。一方、1990 年度以降の推移をみると各地域とも 90

年代後半以降低下傾向にあり、中でも関東、近畿の低下が著しい。北海道も、1995－2004 年度で比較すると、

関東、近畿に次いで低下の度合いが大きい。預貸率はこれまで、企業における財務リストラによる借入金の圧

縮や直接金融へのシフト、金融機関における不良債権処理による資産の圧縮や債券運用へのシフトによって

各地域とも低下傾向にあったが、直近の月次データを見ると、北海道ではここに来て下げ止まり感が見られる。 

 

 

 

 

 



＜表５：地域別預金・貸出金推移・増減率（国内銀行＋信用金庫の合計）＞ 

 
 

 

 

 

＜図２：預貸率（国内銀行＋信用金庫）の推移）＞ 

 
 


